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投資環境の見通し（2026年10月）

国内株式

国内金利

米ドル/円

出所：QUICKのデータをもとに中銀アセットマネジメント作成

上昇基調

※ 上記矢印は相場の方向性を示しています。

1か月の予想レンジ 日経平均株価：60,000円～75,000円

1か月の予想レンジ 日本10年国債利回り：2.8％～3.3%

1か月の予想レンジ 米ドル/円：153円～162円

もみ合い

もみ合い

株価上昇要因

堅調な企業業績
世界的なインフレ鎮静化

株価下落要因

企業業績の悪化
長期金利の上昇

金利上昇要因
（債券価格低下要因）

インフレ圧力の高まり
日本の財政悪化

金利低下要因
（債券価格上昇要因）

世界経済の減速
日本経済の悪化

米ドル上昇要因
（円安要因）

米景気好調維持
米利上げ観測の高まり

米ドル下落要因
（円高要因）

為替介入（円買い・ドル売り）
米利上げ観測の後退

国内長期金利は、日銀の追加利上げ観測の高まりや、政府の拡張的な財政政策への懸念から上昇余地を模索
する展開が続くと予想されます。ただし、3％を大きく上回る水準では、年金や生保などの機関投資家の債券
投資需要などに支えられ、上昇ピッチは次第に緩やかになると見込まれます。

米ドル/円は、米国のインフレ懸念を背景としたＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）の利上げ観測がドルを下支
えする一方、日銀の追加利上げ期待や円安抑制に向けた日米協調為替介入への警戒が円の支援材料となり、
もみ合う展開が予想されます。

国内株式市場は、底堅くもみ合う展開が予想されます。好調な業績見通しの割安株への資金流入は継続する
と見込まれます。また、過剰投資や競争激化懸念から不安定な値動きが続いていたＡＩ（人工知能）関連株
などは、夏場以降大きく調整が進んだことで、2026年7-9月期の決算発表を控え、業績を見極める動きが強
まることから、当面は底堅くもみ合う動きに移行すると見込まれます。
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